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泌尿器科領域における6059-Sの 臨床的検討

小野寺 昭 一 ・町 田 豊 平 ・吉 良 正 士

東京慈恵会医科大学泌尿器科

Oxacephem系 抗生物質,6059-Sを13名 の 複雑性尿路感染症患者に使用 し,臨 床効果について

検討 した。

疾患の内駅は,慢 性複雑性膀胱炎8例,慢 性複雑性 腎盂腎炎5例 で,尿 路感染症の基礎疾患とし

ては膀胱腫瘍が4例.尿 路結石が3例,水 腎症が2例 で,そ の ほか神経因性膀胱,前 立腺肥大症,

前立腺癌,膀 胱周囲膿瘍が各1例 であった。

投与方法は,1回0.59を1日2回,one shot静 注あるいは筋注で行ない,投 与期間は全例5

日間であった。

その結果,慢 性複雑性膀胱炎に対 する臨床効果は,著 効4例,有 効3例,無 効1例,慢 性複雑

性腎盂腎炎に対 しては,著 効1例,有 効4例 で,以 上を総合した有効率 は92,3%と い う優れた成

績であった。

主 な分離起炎菌の細菌学的効果は,Serratia 5株 中4株 消失,P.aeruginosa 4株 中4株 消失,

P.vulgaris 3株 中3株 消失で全体 に良好な細菌学的効果が得られた。存続であったのはSerratia

の1株 とS.faecalisの1株 のみで,総 合 した細菌学的効果は87.5%と い う成績であった。

副作用は,本 剤の投与前後に末梢血液検査,肝 機能検査,腎 機能検査を行なづたが,特 に問題とな

るような臨床検査値の変動は見 られなかった。また,そ の他に も自他覚的な副作用 は認められなかっ

た。

1緒 言

6059-Sは,塩 野義製薬研究所が新 しく開発 したOxacephem

系抗生物質である。 その化学名は,(6R,7R)-7-〔2-carboxy-2

-

(4-hydroxyphe総y1)acetamido〕-7-methoxy-3-〔(1-

methyl-1H-tetrazo1-5-y1-thio)methyl〕-8-oxo-5-

oxa-1-azabicyclo〔4.2.0.〕oct-2-ene-2-carboxylic

acid disodium saltで,下 記 に 示 す よ うな 構 造 式 を有 して い る

(Fig.1)。

Fig.1 Chemical structure of 6059-S

構造 的な特徴が従来 のCephalosporinと は異 なり,Oxace-

phem系 と呼ばれ てい るが,い わゆ る第3世 代のCephalosporin

に属 し1),そ の特徴 は各種細菌の産生す る β-lactamaseに 強い

抵 抗性を示 し,特 に従来のCephalosporin系 抗生物質 に感受性

の低いindole陽 性Proteus,Serratia,Enterobacterに 対

して強い抗菌力を持ち,P.aeruginosaに 対 して はSBPCと

同等以上の抗菌活性を示すと言われてい る。

今 回,わ れわれ は,塩 野義製薬 より本剤の提供 を受 け,複 雑

性尿路感染症 に使用する機会を得たので,そ の臨床成績 につい

て報告 する。

II対 象および投与方法

対象とした症例は,慈 恵医大附属病院泌尿器科の入院

患者計13名 で,男 子9名,女 子4名 であった。年令

分布は37才 か ら86才 までで平均年令は66才 であっ

た。

疾患の内訳は,慢 性複雑性膀胱炎8例,慢 性複雑性

腎盂腎炎5例 で,尿 路感染症の基礎疾患 としては,膀

胱腫瘍が4例,尿 路結石 が3例,水 腎症が2例 で,

そのほか神経因性膀胱,前 螺 肥大症,前 立腺癌,膀 胱

周囲膿瘍が各1例 であった。

投与方法 は,1回0.59を1日2回,one shot静

注 あるいは筋注で行ない,投 与期間は全例5日 間投与

とした。

III効 果 判 定

効果の判定は,UTI薬 効評価基準(第 二版)2)に従い,

膿尿 と細菌尿の推移を指標 として,著 効,有 効,無 効の

3段 階に分けて判定 した。

IV成 績

A.臨 床効果

各症例に対する臨床成績 は,Table 1に 示 した。症例

1か ら8ま でが慢性複雑性 膀胱炎症例,症 例9か ら
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Table 2 Overall clinical efficacy of  6059-S in complicated UTI 0.5g X 2/day,5 days treatment

Table 3 Overall clinical efficacy of 6059-S classified by type of infection

13ま でが慢性 複雑性腎盂腎炎 症例である。 カテーテル

留置例が13例 中10例 と多 く,UTI研 究会の 疾患病

態群に従って分 類す ると,G-1群 が7例,G-3群 が3

例,G-5群 が3例 とい う内訳であった。

膿尿,細 菌尿に対す る効果では,膿 尿に対 しては正常

化6例(46.2%),改 善1例(7.7%)で 有効率53.9

%,細 菌尿に対 しては消失10例(76.9%),減 少1例

(7.7%)で 有効率84.6%で あり,以 上をまとめた総合

臨床効果 は,著 効5例(38.5%),有 効7例(53。8%)

で有効率92.3%と い う成績であった(Table2)。

UTIの 疾患病態群別 に 見た 臨床効果 では,G-1群

(単独感染,カ テーテル留置群)に 対 しては7例 中,

著効5例,有 効1例,無 効1例 で有効率8517%,G-

3群(単 独感染,上 部尿路感染症)に 対 しては3例 中,

有効3例 で有効率100%,G-5群(混 合感染,カ テ ー

テ ル 留置 群)に 対 して は3例 中 有効3例 で,有 効率

100%と 全 体 に優 れ た成 績 が 得 られ た(Tahle 3)。

B.細 菌学 的 効 果

今 回 の治 験 に 際 し,起 炎菌 と して 分離 さ燕 だ16株 の

細 菌 に対 す る細 菌 学 的効 果 をTable 4に 示 した。起炎

菌 で はSerratiaが5株 と最 も多 く,次 い で,Paeru-

ginosa 4株,P.vulgaris 3株 で,そ の他P.mirabilis,P.

rettgeri,Enterobacter,S.faecallsが それ ぞれ1株 であ

った。 細 菌 学 的効 果 は全 体 に良好 で,P.aeruginosa 4株

中4株 消失,Serratia 5株 中4株 消失,P.vulgaris

の3株 に対 して も 全 株 消失 とい う 成 績で あ ったが,S

faecalisの1株 は存 続 で あ った 。 以 上 をま とめ ると16

株 中消 失 が14株,存 続 が2株 で 細 菌学 的 有効率は

87.5%と い う成 績 で あ った 。
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Table 4 Bacteriological response to 6059-S in complicated UTI

* Persisted: Regardless of bacterial count

Table 5 Laboratory findings before and after 6059-S administration
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V副 作 用

木剤の副作用を検酎するために,本 剤投与前後に採血

を行ない,各 種臨床検査値に対す る影 響を見た(Table

5)。

末梢血液検査(赤 血球数,血 小板数,血 色素),肝 機

能検査(GOT,GPT,A1-P),腎 機能検査(BUN,S-

Creatinine)に おいて特 に本剤の影響と思われる臨床検

査仙の変動は見 られなか った。 また,そ の他,臼 他覚的

に問題となる副作用は見 られなか った。

VI考 按

最 近 のCephalosporin系 抗 生 物質 の 発展 には 目ざ ま

しい ものが あ り,従 来 のCephalosporin剤 の 弱 点 を克

服 した強 力 な抗 菌 活性 を示 す新 しいCephalosporin剤

が 次 々に登 場 して きてい る。 中で も,Cephalosporinの

母 核7位 にmethoxy基 を 導 入 したCephamycin系 と

呼 ば れ る抗生 物 質 は,各 種 細 菌 の産 生 す る β-lactamase

に対 して強 い 抵 抗性 を示 し,従 来 のCephalosporini剤

に低 感 受性 で あ っ たindole陽 性ProteusやSerratia,

ま た ブ ドウ糖 非 発酵 グ ラム 陰性 桿菌 群 に対 して も強 い 抗

菌 力 を示 す事 が 知 られ て い る1,3)。

6059-Sは,Cephamycin構 造 を もちな が ら,こ れ ま

で のCephalosporin剤 の 構造 と異 な るOxacephemの

骨格 を もち,第3世 代 のCephalosporin剤 に属 して お

り,Cephamycin系 抗生 物 質 の 抗 菌 スペ ク トラムを よ

り拡 大 し,P.aeruginosa,E.cloacaeあ るい は嫌 気 性 菌

で あ るB.fragilisに 対 して もよ り強 い抗 菌 活性 を 示 す

と言 われ て い る。

WISEら(1979年)4)は,6059-Sに つ いて 基 礎 的検 討

を行 な い,P.stuartii,Enterobacter,S.marcescensを 含む

Ehterobocteriaceaeに 対 す る抗 菌 力 は,Cefoxitin,Cefu-

roxime,Cefazolinの8倍 か ら16倍 優 れ て いた と報 告

し,NEUら(1979年)5)も ほ ぼ同 様 の 成 績 を報 告 して い

る。

こ う した6059-Sの 基礎 的デ ー タは,今 回,わ れ わ れ

が 行 な った 治験 に際 して 分 離 され た 起炎 菌 に対 す る細 菌

学的効果で も裏付 けられた。すなわち,indole陽 性Pro-

teusで ある.P.vulgaris,P.rettgeri,あ るいはSerratia,

P.aeruginosa.Enterobacterな ど.従 来のCepha-

losporin剤 では無効 と思 われる菌種に対 しても優れた細

幽学 的効果が得 られた。 これ らの成績は,増 々複雑化し

ている泌尿器科領域におけ る感染症に対しても,6059-S

が囲種を選ばずに使用で きる抗生剤であることを示して

いるものと考え る。

複雑性尿路感染症13例 に対する臨床効果では,著効

5例,有 効7例,無 効1例 で有効率92.3%と 優れた

成績が得 られた。 この成績は,広 域Penicillin剤 ある

いはCephalogporin剤 の複雑性尿路感染症に対する有

効率 としてはかなり優れたものであ り,し かも1日1.0

9投 与とい う比較的少量投与のCephabsporin剤 の成

績であることを考え合わせれば,十 分評価 されるべき成

績 と思 われ る。

副作用は全例 に特記すべき ものは見 られず安全性に関

しては,従 来のCephabsporin剤 と同程度であると考

え られ る。}

以上の成績か ら,6059-Sは 泌尿器科 領域における複

雑性の尿路感染症に対 して従来のCephalospofin剤 に

優る臨床効果を有 している事が示 された。
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CLINICAL STUDY OF 6059-S ON URLNARY TRACT INFECTIONS

SHOICHI ONODERA,TOYOHEI MACHIDA and MASASHI KIRA

Department of Urology,The Jikei University,School of Medicine

The clinical effectiveness of 6059-S,an oxacephem antibiotic,used in the following 13 patients with com-

plicated urinary tract infections was examined:8 cases of chronic complicated cystitis and 5 of chronic
complicated pyelonephritis;underlying diseases for the urinary tract infections included 4 cases of bladder

tumor,3 of urinary stone,2 of hydronephrosis and each one of neurogenic bladder,prostatic hypertrophy,

prostatic cancer and perivesical abscess.
The antibiotic was administered one-shot i.v.or i.m.at the dose of 0.5g/day b.i.d.for 5 days in all

cases.The clinical results were excellent in 4 cases,good in 3 cases and poor in 1 case on chronic com-

plicated cystitis,and excellent in 1 case and good in 4 cases on chronic complicated pyelonephritis,and
overall effectiveness rate was 92.3%.

And good bacteriological effect was obtained.4 of 5 strains of Serratia,4 of 4 strains of P.aeruginosa
and 3 of 3 strains of P.vulgaris as isolated causative bacteria were eradicated,and only 1 strain of Serratia

and 1 strain of S.faecalis were persisted.Overall bacteriological effectiveness rate was 87.5%.

In search of possible variation from clinical examination values for the antibiotic,peripheral blood test

and liver and renal function tests were performed before and after the administration,and from the results

of these tests,no such variation and neither subjective nor objective side effects were found.


